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Abstract : Since natural juveniles of manila clam Ruditapes philippinarum in the estuaries of Mikawa Bay  

have been utilized as the seeds for transplanting by local fishermen within the bay, these juvenile stocks are 

the important resources for the preservation and enhancement of the local fisheries stocks in Aichi 

Prefecture. In order to clarify the seasonal pattern of recruitment of juvenile clams in Yahagi River estuary, 

which is known to be one of the abundant areas of juvenile clams in Mikawa Bay, we conducted the field 

samplings in summer from 2004 to 2008. Although natural occurrence of juvenile clams was observed in 

every year, mean density of juvenile clams greatly varied with year. Denser distribution was mainly found 

in the left bank of the river mouth throughout the sampling periods. Estimated amount of the biomass of 

juvenile clams fluctuated between 56 mt (metric tons, in 2006) and 234 mt (in 2004). Annual population of 

juvenile clams was identified to be consisted of different number of seasonal cohorts in each year. These 

results indicate that, unlike the Toyo estuary where fall cohorts keep to be rich in number every year, the 

formation characteristics of juvenile resources in estuary was unstable, even in the same bay. 
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 愛知県のアサリ漁獲量は 2006 年 10,499 トンと全国都

道府県別第 1位を誇り，１）アサリ採貝漁業は本県沿岸漁

業において重要な位置を占めている。近年，全国的にア

サリの漁獲量が減少している中，本県の年間漁獲量は毎

年 1万トン前後を維持している。２）このことは，本県海

域内においてアサリの再生産が順調に行われ，その資源

が高位水準で維持されていることを示している。特に，

三河湾に流入する豊川，矢作川の河口干潟では，毎年ア

サリ稚貝が高密度に発生しており，漁業者はこれらの発

生した稚貝を漁場へ盛んに移植し，アサリ資源の増大に

努めている。３－５）従って，この河口域におけるアサリ稚

貝の発生機構を解明し，その機能を維持することは，本

県のアサリ採貝漁業において重要な課題であると考えら

れる。 

河口干潟におけるアサリ稚貝の発生や分布については，

各海域において調査報告されているが，出現する着底稚

貝のコホート数や時期，密度，その後の減耗など，各海

域により大きく異なっており，６－８）これにはそれぞれの

海域環境やアサリ資源の水準，再生産量が大きく関わっ

ていると考えられる。今回著者らは，三河湾に流入する

矢作川の河口干潟において，毎年アサリ稚貝資源が形成

される夏季にその資源形成状況と資源量を数年に渡り調

査したので，その結果を報告する。 
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材料及び方法 

 調査海域である矢作川河口は，三河湾西部の知多湾北 

部に位置する。(図 1) 

 稚貝資源量調査（以下，本文中では資源調査）は，2004

年 7 月 21 日，2005 年 7 月 28 日，2006 年 8 月 2日，2007

年 8 月 6 日，2008 年 7 月 11 日の 5 カ年間行った。調査

場所については，同河口域で操業する採貝漁業者からア

サリ稚貝（以下，本文中では稚貝）の生息範囲を聞き取

り，この範囲内に調査地点を St.1 から St.10 まで 10 点

（図 2）設けた。試料の採集には，当研究所で開発した

吸引式ベントス定量採集器９）を用いた。本採集器の採集

面積は 0.0377 m２，操作は吸引時間 30 sec，採集袋には

市販の収穫ネット袋（ポリエチレン製，開口目合い 1.5 

mm）を用い，各調査地点における採集回数は 2回とした。

本操作における実験水槽での底質の掘削深度は平均

85.9 mm，矢作川河口域での稚貝の採集効率は 81.2 ％で

あり，９）稚貝の分布密度と資源量の推定にはこの効率を

用いて補正した。採集した試料は，当研究所研究室に持

ち込み，分析まで約-20 ℃の冷凍庫内で保存した。分析

は，解凍後の試料をふるいに通し，ふるいに残った試料

から二枚貝類を分離，形態によってアサリを同定し，ア

サリの個体数と殻長を計測した。ふるい分けには，解凍

による稚貝の開殻を考慮するため，採集袋の目合いより

細かい目合い 1 mm のふるいを用いた。以後の調査におけ

る分析もこの方法と同様の処理とした。なお，この資源

調査では，本県採貝漁業者が移植用稚貝として利用する

殻長 5 mm 以上 30 mm 未満のアサリを稚貝と定義し，分析

の対象とした。各調査地点における稚貝の分布密度は，2

回の採集により得られた稚貝数から底面 1 m2当たりの密

度を算出して求めた。 

各調査年における稚貝の分布は，一般化加法モデル

（GAM）を用いて，各調査地点における採集回ごとの稚貝

の対数個体密度に対する，調査年，右岸（St.1～5）と左

岸（St.6～10）との違い，両岸最下流調査地点（St.5，

St.10）からの距離による効果について解析した。なお，

これら 3要因のうち，最下流調査地点からの距離による

効果に対してのみ，3 次のスプライン回帰によるノンパ

ラトリック平滑化を行った。以上の解析には，フリーの

統計計算・グラフィックス言語・環境Ｒ ver.2.10.1 ( R 

Development Core Team,2009 ) と ” mgcv ” パッケージ
（ver.1.6-1）を用いた。 

各調査年における稚貝の殻長組成については，全調査

地点から採集したすべての個体の殻長を用いて，相澤ら

１０）の方法によりコホートを分離し，その平均殻長や採

集個体全体に占める割合を求めた。 

また，矢作川河口域における稚貝の成長を把握するた

め，2006 年 6 月 19 日，7月 4日，8月 2日，17 日，9月

4 日，9月 29 日に資源調査と同様に吸引式ベントス定量

採集器を用いて，資源調査地点のうち分布量が多かった

St.9 から試料を採集した。なお，この調査における各調 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査海域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 調査地点 

 

 

 

査日の採集回数は 4回とし，採集袋には小型の稚貝を採

集するためプランクトンネット（ナイロン製，開口目合

い 0.35mm）を用いた。計測した稚貝は，1 mm 目合いふる

いの有効性を考慮し，殻長 2 mm 以上 30 mm 未満のアサリ

を分析の対象とした。ただし，殻長 2 mm 前後の稚貝が多

く出現した調査日には，ふるいに残った稚貝をすべて分

析に加えた。各調査日における稚貝の殻長組成は，採集

したすべての個体の殻長を用いて，資源調査と同様の方

法でコホートを分離し，特定したコホートの平均殻長の

推移からその成長量を求め，さらに，同コホートの採集

個体全体に占める割合の推移からその分布密度の減少量

図中の等深線は国土交通省中部地方整備局豊橋河川事務所深浅測

量データから作図．数字は衣浦港工事基本水準面からの水深(m)．
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を求めた。 

一方，矢作川河口域における稚貝の殻長と重量の関係

を把握するため，2003 年 6 月 12 日から 7月 28 日にかけ

て資源調査地点の St.9 において，任意面積から枠取り採

泥により稚貝を採集し，その殻長と殻付き湿重量を計測

することにより，その関係式を求めた。 

稚貝資源量の推定は，まず資源量調査の各調査地点に

おいて採集したすべての稚貝について，2003 年の調査で

求めた殻長と重量の関係式により，その殻長から湿重量

を算出し，調査地点ごとに合計，各調査地点における採

集面積当たりの稚貝総重量（kg/m２）を求めた。次に，

河口における稚貝の生息範囲を各調査地点により分割し，

それぞれの面積（m２）を求めた。この分割した面積は，

各調査地点の緯度経度と海図（海上保安庁刊行 W1056）

を用いて隣接する調査地点との中間点及び陸岸までの距

離を計測することにより算出した（表 1）。また，St.1

とSt.6の上流及びSt.5とSt.10の下流方向への距離は，

それぞれの逆方向への調査地点との中間点までの距離と

した。なお，この各調査地点により分割した範囲は，約

250 m 四方であり，地盤高などに大きな変化もないこと

から，算出した各調査地点における採集面積当たりの稚

貝の総重量と個体数に各調査地点により分割した面積を

乗じることにより，矢作川河口域における稚貝資源量を

求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 各調査地点の位置と面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結  果 

(1) アサリ稚貝の分布と殻長組成 

 2004 年から 2008 年までの資源調査時における稚貝の 

分布を図 3に示した。各調査地点における稚貝の分布密

度は，2004 年は 59～7,063 個体/m2，2005 年は 33～7,226

個体/m2，2006 年は 49～1,390 個体/m2，2007 年は 0～850

個体/m2，2008 年は 33～3,041 個体/m2であった。 

一般化加法モデルによる解析結果に基づき，調査年の

違いによる稚貝の対数個体密度の変動を図 4，右岸と左

岸との違いによる変動を図 5，最下流調査地点からの距

離による変動を図 6に示した。稚貝の対数個体密度の変

動には，調査年，右岸左岸，最下流調査地点からの距離 
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2004.7.21 

1,000 個体／ｍ２ 
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図 3 2004 年から 2008 年調査におけるアサリ稚貝の分布 

地点 面積

緯度 経度 （㎡）

Ｓｔ．１ 34ﾟ49.950' 136ﾟ58.602' 45,000

Ｓｔ．２ 34ﾟ49.810' 136ﾟ58.504' 46,250

Ｓｔ．３ 34ﾟ49.714' 136ﾟ58.436' 50,400

Ｓｔ．４ 34ﾟ49.589' 136ﾟ58.324' 61,100

Ｓｔ．５ 34ﾟ49.498' 136ﾟ58.267' 49,725

Ｓｔ．６ 34ﾟ49.895' 136ﾟ58.781' 45,900

Ｓｔ．７ 34ﾟ49.755' 136ﾟ58.666' 53,550

Ｓｔ．８ 34ﾟ49.646' 136ﾟ58.504' 41,800

Ｓｔ．９ 34ﾟ49.520' 136ﾟ58.584' 67,200

Ｓｔ．１０ 34ﾟ49.430' 136ﾟ58.468' 81,400

合計 542,325

位    置
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図 6 最下流調査地点からの距離による稚貝対数個体密度の変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 調査年による稚貝対数個体密度の変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 岸の左右による稚貝対数個体密度の変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 2004 年から 2008 年の調査におけるアサリ稚貝の殻長組成 

図中の曲線は分離されたコホートを示す． 

図中の縦線は標準誤差.アルファベットはサブグループ

（p<0.001）を示す． 

図中の縦線は標準誤差．アルファベットはサブグループ

（p<0.001）を示す． 

図中の実線は回帰したスプライン曲線．点線は 95％信頼区間を示す． 
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図 8 2006 年の調査におけるアサリ稚貝の殻長組成 

   の推移 

 

 

のすべての要因に強く有意な効果（p<0.001）が認められ

た。これらのことから，矢作川河口域における稚貝の対

数個体密度は，調査年により変動する一方，平均的には

右岸側より左岸側で高く，調査範囲の中央から下流部で

高くなることが示された。特に，最下流調査地点からの

距離については，最下流調査地点から上流約 200 m に対

数個体密度のピークが形成された。また，この対数個体

密度の高い範囲に位置する St.9 は，調査した 5カ年のう

ち 2004，2005，2008 年の 3カ年において調査地点の中で

稚貝分布密度が最も高かった。 

 各調査年における稚貝の殻長組成を図 7に示した。稚

貝の殻長組成は，調査年により大きく異なった。各調査

年における稚貝の殻長のモードは，2004 年は 9 mm 台，

2005 年は 5 mm 台，2006 年は 6 mm 台，2007 年は 6 mm 台，

2008 年は 5 mm 台であった。一方，各調査年に出現した

主なコホートの平均殻長と採集稚貝全体に占める割合は，

2004 年は 5.99 mm の 14.5 ％，8.96 mm の 38.5 ％，12.22 

mm の 47.0 ％，2005 年は 5.52 mm の 74.3 ％と 8.61 mm

の 20.1 ％，2006 年は 6.05 mm の 30.4 ％と 8.57 mm の

59.4 ％，2007年は6.00 mmの22.8 ％，8.15 mmの33.6 ％，

11.9 mm の 27.1 ％，2008 年は 6.92 mm の 20.1 ％と

13.15mm の 32.0 ％，16.25 mm の 24.9 ％であった。 

(2) アサリ稚貝の成長と歩留まり 

 2006年の各調査日における稚貝の殻長組成を図8に示

した。6月19日調査時には稚貝の出現量は少なかったが，

7月 4日には殻長 1～2 mm の新規コホート（C-1）が出現  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 2006 年の調査における採集稚貝の平均殻長の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 2006 年の調査における稚貝分布密度の推移 

 

 

図中の縦線は標準偏差，日数は 7月 4日からの経過日数．

SL：殻長，T：日数． 

図中の曲線は分離されたコホート． 

日数は 7月 4日からの経過日数． 

D：稚貝分布密度，T：日数． 
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2005.7.28 総個体数 764,328,187
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2006.8.2 総個体数 211,389,209

総重量（ｔ） 56.31
2007.8.6 総個体数 105,326,128

総重量（ｔ） 73.2166227

2008.7.11 総個体数 414,719,765

総重量（ｔ） 170.19

調査年月日

した。このため，C-1 の分析には，7月 4日の調査に限り，

計測したすべての稚貝を対象に加えた。この C-1 は，7

月 4日には平均殻長 2.42 mm，8 月 2日には平均殻長 6.23 

mm，8 月 17 日には平均殻長 7.56 mm，9 月 4 日には同 9.53 

mm，9 月 29 日には同 12.43 mm に成長していた。しかし，

11 月 1日には稚貝の採集量が少なく，そのコホートを確

認できなくなった。また，8 月 2 日と 9 月 4 日には新た

なコホートも出現したが，それぞれ調査期間中に大きく

減少または消失した。 

C-1 の平均殻長の推移を図 9に示した。C-1 の平均殻長

は，7月 4日から 9月 29 日までほぼ直線的に成長してい

たことから，その間の殻長と日数の関係を一次式で回帰

し，SL＝0.11×T＋2.60（r=0.99，SL：殻長（mm），T：7

月 4日からの経過日数）と求めた。 

C-1 の分布密度の推移を図 10 に示した。分布密度は，

7 月 4 日調査時には 3,136 個体/m２，8 月 2 日には同 864

個体/m２，8月 17 日には同 2,602 個体/m２，9月 4日には

同 803 個体/m２，9月 29 日には同 1,524 個体/m２と算出さ

れた。7月 4日から 9月 29 日までの密度と日数の関係は

D＝2198 e-0.008 T（r=0.43，D：分布密度（個体数/ m２），

T：7月 4日からの経過日数），全減少係数は-0.008 と求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 稚貝の殻長と重量の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

められ，同期間の減少率は約 50％であった。 

(3) アサリ稚貝の殻長と湿重量 

 2003 年調査において計測したアサリ稚貝は，1,006 個

体，その殻長範囲は 3.95～22.31 mm であった。これら稚

貝の殻付き湿重量と殻長との関係を図 11 に示した。稚貝

の殻付き湿重量と殻長の関係は BW＝0.13×SL3.12（r=0.98，

BW:殻付き湿重量（mg），SL：殻長（mm））と求められた。 

 (4) アサリ稚貝の資源量 

 各調査年における稚貝資源量である稚貝総個体数と総

重量を表 2に示した。各調査年の稚貝資源量は，2004 年

は 7.72 億個体，234 トン，2005 年は 7.64 億個体，118

トン，2006 年は 2.11 億個体，56 トン，2007 年は 1.05

億個体，73 トン，2008 年は 4.15 億個体，170 トンと求

められた。 

 

考  察 

アサリ稚貝の分布 

 矢作川河口域では，調査を行った 2004 年から 2008 年

まで毎年，稚貝が分布していた。その分布状況について

は，調査年により分布密度は異なったが，右岸側より左

岸側で稚貝の分布密度が高く，最下流調査地点から約

200 m 上流側にピークが形成されやすい傾向が見られた。

稚貝の発生や分布については，浮遊幼生の供給や着底後

の稚貝の成長，生残が関わっており，前者には主に海洋

構造が，後者には水温，塩分，浮泥，溶存酸素量，波浪，

底質，餌量，害敵，競合生物などの環境因子の影響を受

けるとされており，１１－１４）この要因の解明が今後の課

題となった。 

アサリ稚貝の成長と歩留まり 

2006 年の矢作川河口域において，7月 4 日調査時に平

均殻長 2.42mm で出現したコホート C-1 は，9月 28 日に

は分布密度の減少率約 50％で平均殻長 12.43 mm に成長

し，稚貝資源を形成した。 

C-1 の着底時期について，その成長時期が同時期とな

る人工飼育下における春季産卵群の成長１５）から推定す

ると，同年 5 月頃と推定された。これは三河湾における

アサリ浮遊幼生の出現時期１６）のうち，春季に幼生の出

現が始まる時期に相当する発生群と考えられた。 

C-1 の 7 月から 9 月末までの成長量は直線的に増加し

ており，その日間成長量は 0.11 mm と求められた。この

時期の稚貝の成長は，他の海域においても直線的な増加

を示している。６－８）また，この成長量は，三河湾福江地

先における春季発生稚貝の成長量１７）や豊川河口域にお

ける C-1 と同サイズである殻長 3.13 mm から 8.50 mm ま

での稚貝の成長量５）とほぼ同等な結果が得られた。 

表 2 2004 年から 2008 年調査における稚貝の資源量 

BW：重量，SL：殻長． 
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9 月 28 日調査時までの調査期間中，C-1 の分布密度は

調査回ごとに大きく変動した。また，8 月 2 日，9 月 4

日調査時に出現したコホートは，次回調査時には大きく

減少または消失していた。一方，C-1 の成長過程である 7

月中旬には，降雨による出水が発生したが，C-1 は消失

することなく残存していた。この出水は，国土交通省 Web

水文水質データベースによると米津観測所水位は 5.81 m

を記録しており，平水時水位を約 2 m も上回っていた。

東京湾では，殻長 20 mm の成貝までに成長できるコホー

トは，着底コホートの数分の 1程度６）とされている。こ

の事例は今回の調査対象とした殻長範囲とやや異なるが，

今回の調査において移植可能な稚貝に成長できたコホー

トの割合は，この東京湾の事例と同等な結果であった。 

C-1 は，11 月にはその分布を確認できなくなった。同

海域を操業するアサリ採貝漁業者からの聞き取りによる

と，10 月以降，矢作川左岸において稚貝の採捕が行われ

ていたことから，C-1 は移植可能な稚貝に成長し，漁業

者により採捕されたと考えられた。 

アサリ稚貝の殻長と重量の関係 

2003 年の調査から St.9 における稚貝の殻付き湿重量

と殻長の関係を BW＝0.13×SL3.12（r=0.97，BW:殻付き湿

重量（mg），SL：殻長（mm））と求めた。林ら１８）は，有

明海のアサリ稚貝の同関係を BW=9.5451×10-5×SL3.17757

（r=0.987，BW:殻付き湿重量（g），SL：殻長（mm））と求

めている。今回求めた関係式は，この事例よりやや重い

が，ほぼ同等な結果であった。 

アサリ稚貝資源の形成 

 各調査年に出現した稚貝の主なコホートの平均殻長と

全体に占める割合及び 2006 年の稚貝の成長から，各調査

年の稚貝資源の発生時期を推定した。各調査年の稚貝資

源は，2004 年は前年秋季発生群を主として当年春季発生

群が加わることにより形成され，2005 年は当年春季発生

群を主として一部前年秋季発生群により形成され，2006

年はほとんどが当年春季発生群により形成され，2007 年

は前年秋季発生群と当年春季発生群の複数群により形成

され，2008 年は前年秋季発生群の複数群を主として当年

春季発生群が加わることにより形成されていると考えら

れ，各調査年により異なっていた。 

近年，国内の他海域において，大型個体群は秋季発生

群により形成されると報告されている。６－８）また，春季

発生群は歩留まりの不安定さにより稚貝資源の形成に至

らず，これがアサリ資源減少に大きく影響していると指

摘されている。６）また，同じ三河湾の豊川河口では，主

に秋季発生群により稚貝資源が形成されている。５．１９）

しかし，矢作川河口域では，年により変動はあるが，春

季発生群も稚貝資源の形成に寄与しており，他の海域と

は稚貝の加入様式が異なっていた。 

アサリ稚貝資源量 

 今回算出された矢作川河口域における 7月から 8月に

かけての稚貝資源量は 56 トンから 234 トン,個体数は

1.05 億個体から 7.72 億個体と年により大きく変動して

いた。また，前述のとおり資源を形成する稚貝の発生時

期も年により異なっており，これと稚貝資源量との関係

も見られなかった。 

 一般的な漁業現場における稚貝の移植時期は，9 月か

ら 10 月である３）ため，移植対象となる稚貝資源量は今

回算出した7月から8月の調査結果とは異なる。そこで，

2006 年において，稚貝の成長と減耗の調査結果から 10

月 1日時点の稚貝資源量を推定したところ，約2倍の101

トンとなった。また，8 月調査時に計測範囲外とした殻

長 5mm 未満の当年春季発生群も資源に加わってくるため，

資源量は更に増えると推定できる。 

一方，豊川河口域では，採集可能なアサリ稚貝の分布

密度は 1 m2当たり数万個体あり，その分布場所は河口の

河川内の他，河口に広がる六条潟全面を含めた広範囲に

わたっている。そして，漁業者による採捕量は毎年 3,000

トン程度と安定している。３，５，１９）しかし，矢作川河口

域では，稚貝の分布密度は１m2当たり最高で１万個体程

度であり，その分布場所は河川内の特定な場所に限られ

ていた。また，その資源量も年により大きく変動し，多

い年でも 200 トン程度であった。これらのことから，矢

作川河口域の稚貝資源は，豊川河口域に比べ，その分布

密度は低く，分布範囲は狭く，資源量も少なくかつ不安

定であり，矢作川と同様に三河湾に流入する豊川の河口

域とは大きく異なっていた。 

しかし，矢作川河口域で発生したアサリ稚貝資源は，

漁業者により移植用稚貝として採捕され，漁場の資源増

大に利用されている。特に，豊川河口域では，夏季から

秋季にかけて貧酸素水塊等によるアサリ稚貝の大量死亡

がたびたび発生すること３）から，この場合には矢作川河

口域のアサリ稚貝資源の重要度は増すこととなる。愛知

県のアサリ採貝漁業者が行っている稚貝移植による資源

増大策を安定して継続させるためには，三河湾内におい

て稚貝の発生場所を複数確保することが重要である。 

また，この河口域におけるアサリ稚貝資源形成機構に

ついては，未だほとんど解明されておらず，早急にその

形成機構を解明し，その維持に努めなければならない。 

 

要  約 

 三河湾の河口域に発生するアサリ稚貝資源は，移植用
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稚貝として愛知県海域におけるアサリ資源の維持増大に

重要な役割を果たしていることから，矢作川河口域にお

いて 2004 年から 2008 年の夏季にその資源形成状況と資

源量を調査した。すべての調査年において稚貝資源が確

認され，その分布は河口左岸側の特定な範囲に多く分布

する傾向がみられた。その資源量は 56～234 トンと推定

され，資源を形成する稚貝の発生時期，その分布密度や

資源量は調査年により変動した。矢作川河口域における

稚貝資源の形成は不安定であり，毎年安定して豊富な稚

貝資源が形成される豊川河口域とは異なっていた。 
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